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１ 単元名 さあ，出番です！ わたし，いきます！！（表現リズム遊び：表現遊び）        

２ 単元の目標  

  表現遊びの行い方を知り，進んで取り組む中で，題材の特徴を捉えて即興的に踊ることができる。また，簡単な

踊り方を工夫するとともに，友達と一緒に踊ることができる。 

３ 単元の構想 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【児童の実態】 

本学級は，男子１５名，女子１５名，計３０名である。体を動かすことが大好きで，体育科のどの単元でも楽

しんで活動することができている。運動会のリズム遊びでは，曲の雰囲気に合わせて表情や動きを工夫しながら，

イメージをもって生き生きと踊る姿が見られた。課題に対して前向きに取り組み，自分の考えを臆することなく

発表したり，友達の思いや考えを素直に受け入れたりすることができる児童が多い。一方で，自分の思いや考え

にこだわりをもち，貫き通そうとする児童もいる。そこで，ペアやグループで活動する時間を多く設定し，友達

の思いや考えを受け入れながら，一緒に踊ることのよさや楽しさを味わうことができるようにしたい。 

１年生の表現遊びでは，「動物」を題材にして学習を進めた。受容的な雰囲気の中で，自分の思いや考えをのび

のびと表現する児童の姿が多く見られた。事前のアンケートでは，表現遊びを「楽しい」と感じている児童が多

くいた。その理由としては「体を思い切り動かすことが楽しい」，「友達と一緒にするのが楽しい」，「動物になる

のが楽しい」が挙げられた。児童が感じた表現遊びの楽しさを大切にしながら，即興的な身体表現能力やコミュ

ニケーション能力を培っていけるような授業を展開していきたい。 

 

【運動のおもしろさの捉え方】 

自分の思いや考えを全身で表現したり，踊り方を工夫しながら広げたりすることがおもしろさであると考える。

本単元では，なっているものや，やっていることは違っても，楽しい雰囲気の中で友達と一緒に踊るおもしろさ

を味わわせたい。 

挑戦課題：遊園地の世界で，楽しく遊び続けることができるかどうか 

【問いと学びの姿】 

倉敷市立中庄小学校 第２学年Ｅ組 体育科指導案 

平成３０年１０月２６日（金）２校時 上体育館 指 導 者 松沢 繭花 

児童支援者 秋岡 由紀子 

平成３０年１０月２６日（金）２校時 上体育館 指導者 松沢 繭花 

 

問い 全身を使って，楽しく遊ぶことができるかな？ 

  → 全身を使って，踊り方を工夫している姿。 

問い どうすれば，遊園地の世界でもっと楽しく遊ぶことができるかな？ 

  → 遊園地にあるものやいる人の特徴を捉え，題材や状況に合わせて踊り方を工夫している姿。 

 

 → 遊園地にあるものやいる人の特徴を捉え，場の雰囲気や友達に合わせて動きを工夫している姿。 

【単元構成の工夫】 

本単元では，児童にとって親しみがあり，多様な題材を含む「遊園地」を世界観として取り上げた。 

単元前半では，心と体をほぐすためにいろいろな表現遊びを取り入れる。このことは，思い切り踊ることの

素地になると考える。受容的で共感的なかかわりを大切にしながら教師も一緒になって踊ることで，自分の思

いや考えを全身で表現したり，思い切り踊ったりすることの楽しさを体感したりすることができるようにす

る。 

 第３時から，遊園地の世界の中で各テーマを設定し，踊る活動に入っていく。題材や状況に合わせて即興的

に踊る中で，踊り方を工夫しながら広げることの楽しさを十分に味わわせたい。そのために，児童が表したい

様子を自由に選んで踊ることができるような活動を多く取り入れるようにする。即興的に出たものを共有しな

がら，表現遊びのおもしろさを追究していくことができるようにしたい。 

「課題に迫るために，めあてをもち，夢中になって学び続ける子どの育成」を目指して 



４ 運動のおもしろさを広げるための支援の工夫 

○ 「もの」とのかかわりから 

・ 世界観や題材に合わせて背景音楽を変化させたり，効果音を流したりして，雰囲気を変えることによって，

多様な踊りを引き出すことができるようにする。 

・ 状況を変化させることで，空間・リズム・体・相手との関係に変化をつけて踊ることができるようにする。 
 
○ 「仲間」とのかかわりから 
・ 題材や状況によって，ペアやグループで踊るように声掛けをすることで，友達の思いや考えを感じて踊るこ
とができるようにする。 

・ めあてがもちにくい児童には，友達の動きに目を向けたり，友達とかかわり合ったりすることができるよう
な声掛けをすることで，イメージをもちやすくし，めあてをもつことができるようにする。 

 
○ 「自己」とのかかわりから  
・ 毎時間の最初に心身をほぐす時間を取り入れ，教師も一緒になって全力で楽しむことで，思い切り踊ること
ができるようにする。 

・ 児童の多様な踊りを見付け，教師が実況することで，友達の踊る様子を自然に見て，自分の踊りを広げるこ
とができるようにする。 

・ 「頂上に来た！」や「ぐるぐるまきのソフトクリーム」などのように状況や様子を表す声掛けをすることで，
イメージをもって即興的に踊ることができるようにする。 

 

５ 評価規準 

 知識及び技能 思考力，判断力，表現力等 学びに向かう力，人間性等 

目  標 

身近な題材の特徴を捉え，全
身で即興的に踊ることができ
る。 

 

身近な題材の特徴を捉え，簡
単な踊り方を工夫するととも
に，友達と一緒に踊っている。 

 

 表現遊びに進んで取り組み，
誰とでも仲よく踊ったり，場の
安全に気をつけたりしようとし
ている。 

評価規準 

ア 表現遊びの行い方を知り，
身近な題材の特徴を捉え，全
身で即興的に踊ることができ
る。 

 
 
 
 
 
 

カ 題材や状況に合わせて踊り
方を工夫している。 

 
キ 自分の思いや考えを伝えた
り，友達の思いや考えを受け
入れたりしながら踊ってい
る。 

 
 
 

サ 進んで表現遊びに取り組も
うとしている。 

 
シ 友達と一緒に楽しく表現遊
びに取り組もうとしている。 

 
ス ぶつからないように周りの
安全に気を付けながら踊ろう
としている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


